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Summary 
This paper examines the mission of International Baccalaureate (IB) from the 
perspective of Buddhist studies, and argues for a close relation between the aims 
of IB education and the teachings of Buddhism. 

Private schools have a “School foundation spirit.” On the other hand, the IB 
has the “IB mission,” which is embodied in the IB Learner Profile. Therefore, 
it can be said that the problem of how the IB learner image matches the “school 
spirit” of the school is an issue that must be considered if it is to be introduced. 
In order to introduce it at Buddhist schools, it is necessary to clarify the rela-
tionship between Shakyamuni Buddhism and IB. This paper will discuss the 
significance of IB education at Buddhist schools by revealing link between the 
“IB learner image” and the fundamental idea of   Shakyamuni Buddhism, “no self 
and dependent arising”.

 Shakyamuni Buddha reached the enlightenment, through the realization of 
“no self” and “dependent arising,” understanding that everything does not exist 
alone and is therefore interconnected. Buddhist religious education thus places 
importance on this truth and is aimed at awakening those who have not yet re-
alized this truth. 

When viewing the IB Learner Profile from the Buddhist perspective, there 
are two remarkable points: one is the use of “we” and the other is the reference 
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to responsibility. These two points correspond to the viewpoint of interconnected-
ness and compassion, and the viewpoint of well-earned punishment. 

In conclusion, the paper claims that the IB education programme, often 
regarded as Western, in fact accords with Asian Buddhist thinking.

Furthermore, an educational logic that complements “Buddhism” and “IB” 
can be derived. It is not only the case that the Buddhist thought predating IB 
can be understood in connection with modern IB education, which is said to be 
Oriental thought, but also if a Buddhist school whose foundation spirit is based 
on Buddhism is to introduce IB education with the philosophy of selflessness 
and dependent arising in Buddhism as the foundation of the IB learner’s image, 
this will became a characteristic unique to Buddhist schools in IB education. 
And so it can be said that IB education itself will become a significant part of 
the Buddhist school.

仏教からみる国際バカロレア教育の意義
─釈尊仏教の無我・縁起とＩＢの学習者像─

田 中 無 量
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仏教からみる国際バカロレア教育の意義

仏
教
か
ら
み
る
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
教
育
の
意
義

─
釈
尊
仏
教
の
無
我
・
縁
起
と
Ｉ
Ｂ
の
学
習
者
像

─

田

中

無

量

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
教
育
／
無
我
／
縁
起
／
学
習
者
像
／
建
学
の
精
神

序

論

一
九
六
八
年
、
ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
て
設
立
さ
れ
た
「
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
（International Baccalaureate

以
下
、
Ｉ

Ｂ
）」
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
教
育
の
国
際
化
」
に
よ
る
「
世
界
に
通
用
す
る
人
間
の
育
成
」
の
視
点
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
Ｉ
Ｂ
教
育
は
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
機
構
（
Ｉ
Ｂ
Ｏ
）
が
提
供
す
る
国
際
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
デ
ィ
プ
ロ
マ

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
以
下
、
Ｄ
Ｐ
）
に
お
い
て
、
国
際
的
に
通
用
す
る
大
学
入
学
資
格
（
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
資
格
）
を
与
え
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
私
立
学
校
に
は
「
建
学
の
精
神
」
が
あ
り
、「
建
学
の
精
神
」
に
は
、
創
設
者
の
教
育
観
や
教
育
へ
の
理
想
像
、

あ
る
い
は
宗
教
教
義
な
ど
が
あ
る
。
他
方
、
Ｉ
Ｂ
に
は
「
Ｉ
Ｂ
の
使
命
」（T

he IB m
ission

）
を
具
体
化
し
た
「
Ｉ
Ｂ
の
学
習

者
像
」（T

he IB Learner Profile

）
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
Ｉ
Ｂ
の
学
習
者
像
が
、
自
身
の
学
校
の
「
建
学
の
精
神
」
と

い
か
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
は
、
導
入
す
る
以
上
常
に
問
わ
れ
、
ま
た
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
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る
と
い
え
る）

1
（

。
仏
教
校
に
お
い
て
導
入
す
る
場
合
に
は
、
仏
教
と
Ｉ
Ｂ
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ

を
明
か
す
こ
と
に
よ
り
、
広
く
仏
教
校
に
お
い
て
も
Ｉ
Ｂ
教
育
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
く
は
ず
で
あ
る）

2
（

。
そ
こ
で
当
稿
で
は
、

「
仏
教
か
ら
み
る
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
教
育
の
意
義
」
と
題
し
、
釈
尊
仏
教
の
根
本
思
想
で
あ
る
「
無
我
（
非
我
）・
縁
起
」
か
ら

「
Ｉ
Ｂ
の
学
習
者
像
」
を
明
か
し
て
い
く
こ
と
で
、
仏
教
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｂ
教
育
の
意
義
に
つ
い
て
論
考
し
た
い
。

一
「
Ｉ
Ｂ
の
学
習
者
像
」
と
釈
尊
仏
教
の
無
我
・
縁
起

Ｉ
Ｂ
の
学
習
者
像
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
Ｉ
Ｂ
Ｏ
の
Ｉ
Ｂ
Ｄ
Ｐ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
モ
デ
ル
を
み
る
と
（
図
１
））

3
（

、
そ
の
図
の

中
心
に
は
Ｉ
Ｂ
の
学
習
者
像
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。

大
迫
が
「
Ｉ
Ｂ
、
そ
し
て
Ｄ
Ｐ
の
「
本
質
」
は
ま
さ
に
「
Ｉ
Ｂ
の
学
習
者
像
」
に

あ
る
」、「
プ
ロ
グ
ラ
ム
図
の
中
心
に
置
か
れ
て
い
る
「
Ｉ
Ｂ
の
学
習
者
像
」、
そ
れ

こ
そ
が
Ｉ
Ｂ
の
核
で
あ
り
、
本
質
で
あ
る
」）

4
（

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
Ｉ
Ｂ
の
学
習

者
像
は
Ｉ
Ｂ
Ｄ
Ｐ
の
本
質
と
い
え
る
。
文
部
科
学
省
に
よ
れ
ば）

5
（

、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア

の
理
念
は
一
貫
し
た
国
際
教
育
の
観
点
か
ら
「
Ｉ
Ｂ
の
使
命
」
や
「
Ｉ
Ｂ
の
学
習
者

像
」
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
「
Ｉ
Ｂ
の
学
習
者
像
」
は
「
Ｉ
Ｂ
の
使

命
」
を
具
体
化
し
た
も
の
で
、「
国
際
的
な
視
野
を
も
つ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
」

と
い
う
問
い
に
対
す
る
Ｉ
Ｂ
の
答
え
の
中
核
を
担
う
。
具
体
的
に
は
Ｉ
Ｂ
ワ
ー
ル
ド

ス
ク
ー
ル
（
以
下
、
Ｉ
Ｂ
校
と
す
る
）
が
価
値
を
置
く
人
間
性
で
あ
り
、
10
の
人
物

図１ ＩＢＤＰカリキュラムモデル
国際バカロレア機構「国際バカロレアとは？」より引用
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仏教からみる国際バカロレア教育の意義

像
と
し
て
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
列
挙
す
る
と
（
１
）
探
究
す
る
人
、（
２
）
知
識
の
あ
る
人
、（
３
）
考
え
る
人
、（
４
）

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
人
、 （
５
）
信
念
を
も
つ
人
、（
６
）
心
を
開
く
人
、（
７
）
思
い
や
り
の
あ
る
人
、（
８
）
挑
戦

す
る
人
、（
９
）
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
人
、（
10
）
振
り
返
り
が
で
き
る
人
の
10
項
目
で
あ
る
。
さ
ら
に
Ｉ
Ｂ
校
は
こ
の
10
の
人
物

像
に
対
し
、
以
下
の
通
り
具
体
的
な
内
容
を
示
し
て
い
る
。

（
１
）
探
究
す
る
人
（Inquires

）

私
た
ち
は
、
好
奇
心
を
育
み
、
探
究
し
研
究
す
る
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
ま
す
。
ひ
と
り
で
学
ん
だ
り
、
他
の
人
々
と
共
に
学

ん
だ
り
し
ま
す
。
熱
意
を
も
っ
て
学
び
、
学
ぶ
喜
び
を
生
涯
を
通
じ
て
も
ち
続
け
ま
す
。

（
２
）
知
識
の
あ
る
人
（K

now
ledgeable

）

私
た
ち
は
、
概
念
的
な
理
解
を
深
め
て
活
用
し
、
幅
広
い
分
野
の
知
識
を
探
究
し
ま
す
。
地
域
社
会
や
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に

お
け
る
重
要
な
課
題
や
考
え
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
３
）
考
え
る
人
（T

hinkers

）

私
た
ち
は
、
複
雑
な
問
題
を
分
析
し
、
責
任
あ
る
行
動
を
と
る
た
め
に
、
批
判
的
か
つ
創
造
的
に
考
え
る
ス
キ
ル
を
活
用
し

ま
す
。
率
先
し
て
理
性
的
で
倫
理
的
な
判
断
を
下
し
ま
す
。

（
４
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
人
（Com

m
unicators

）

私
た
ち
は
、
複
数
の
言
語
や
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
用
い
て
、
自
信
を
も
っ
て
創
造
的
に
自
分
自
身
を
表
現
し
ま
す
。
他
の

人
々
や
他
の
集
団
の
も
の
の
見
方
に
注
意
深
く
耳
を
傾
け
、
効
果
的
に
協
力
し
合
い
ま
す
。

（
５
）
信
念
を
も
つ
人
（Pricipled

）

私
た
ち
は
、
誠
実
か
つ
正
直
に
、
公
正
な
考
え
と
強
い
正
義
感
を
も
っ
て
行
動
し
ま
す
。
そ
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
も
つ

尊
厳
と
権
利
を
尊
重
し
て
行
動
し
ま
す
。
私
た
ち
は
、
自
分
自
身
の
行
動
と
そ
れ
に
伴
う
結
果
に
責
任
を
も
ち
ま
す
。
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（
６
）
心
を
開
く
人
（O

pen-m
inded

）

私
た
ち
は
、
自
己
の
文
化
と
個
人
的
な
経
験
の
真
価
を
正
し
く
受
け
止
め
る
と
同
時
に
、
他
の
人
々
の
価
値
観
や
伝
統
の
真

価
も
ま
た
正
し
く
受
け
止
め
ま
す
。
多
様
な
視
点
を
求
め
、
価
値
を
見
い
だ
し
、
そ
の
経
験
を
糧
に
成
長
し
よ
う
と
努
め
ま

す
。

（
７
）
思
い
や
り
の
あ
る
人
（Caring

）

私
た
ち
は
、
思
い
や
り
と
共
感
、
そ
し
て
尊
重
の
精
神
を
示
し
ま
す
。
人
の
役
に
立
ち
、
他
の
人
々
の
生
活
や
私
た
ち
を
取

り
巻
く
世
界
を
良
く
す
る
た
め
に
行
動
し
ま
す
。

（
８
）
挑
戦
す
る
人
（Risk-takers

）

私
た
ち
は
、
不
確
実
な
事
態
に
対
し
、
熟
慮
と
決
断
力
を
も
っ
て
向
き
合
い
ま
す
。
ひ
と
り
で
、
ま
た
は
協
力
し
て
新
し
い

考
え
や
方
法
を
探
究
し
ま
す
。
挑
戦
と
変
化
に
機
知
に
富
ん
だ
方
法
で
快
活
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
９
）
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
人
（Blanced

）

私
た
ち
は
、
自
分
自
身
や
他
の
人
々
の
幸
福
に
と
っ
て
、
私
た
ち
の
生
を
構
成
す
る
知
性
、
身
体
、
心
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る

こ
と
が
大
切
だ
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
が
他
の
人
々
や
、
私
た
ち
が
住
む
こ
の
世
界
と
相
互
に
依
存
し
て
い

る
こ
と
を
認
識
し
て
い
ま
す
。

（
10
）
振
り
返
り
が
で
き
る
人
（Reflective

）

私
た
ち
は
、
世
界
に
つ
い
て
、
そ
し
て
自
分
の
考
え
や
経
験
に
つ
い
て
、
深
く
考
察
し
ま
す
。
自
分
自
身
の
学
び
と
成
長
を

促
す
た
め
、
自
分
の
長
所
と
短
所
を
理
解
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

（
文
部
科
学
省
「
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
の
理
念
」）

6
（

傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
。
以
下
同
。）

以
上
の
10
の
学
習
者
像
か
ら
、
Ｉ
Ｂ
が
「
全
人
教
育
」
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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続
い
て
、
仏
教
教
育
と
釈
尊
仏
教
の
根
本
教
説
と
な
る
「
縁
起
」
と
「
無
我
」
の
思
想
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
仏
教
に
お

い
て
究
極
の
目
的
は
悟
り
を
開
き
仏
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
高
楠
は
、「
仏
教
は
徹
底
的
人
格
向
上
の
教
で
あ
る
。
徹
底
的
人
格

向
上
が
そ
の
ま
ま
仏
教
で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
教
育
と
同
一
で
あ
る
。
佛
と
云
ふ
大
人
格
を
標
幟
と
し
て
我
々
の
人
格
を
向
上
す

る
の
で
あ
る
。」）

（
（

と
述
べ
る
。
ま
た
竹
内
は
、
仏
教
は
覚
の
実
践
哲
学
で
あ
る
こ
と
、
人
間
教
育
の
体
系
で
あ
り
、
究
極
的
に
は

「
仏
」
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る）

（
（

。
田
丸
は
「
仏
教
の
究
極
的
な
目
標
は
、
悟
り
に
到
達
し
て
仏
陀

に
な
る
こ
と
で
あ
る
」
と
し
、「
仏
教
は
「
人
間
学
」
で
あ
る
と
す
る
見
方
に
は
十
分
に
肯
け
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
悟

り
と
は
「
自
覚
覚
他
」、「
自
ら
覚
し
他
を
覚
せ
し
め
る
」
の
悟
り
に
他
な
ら
ず
、
そ
の
意
味
で
仏
教
の
本
質
は
教
育
体
系
で
あ
る

と
明
か
す）

9
（

。
藤
田
は
、「
仏
教
は
そ
の
本
質
に
お
い
て
教
育
体
系
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
仏
と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
が
す
で
に
教

育
体
系
を
表
現
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
仏
す
な
わ
ち
仏
陀
と
は
、「
自
ら
覚
し
他
を
覚
せ
し
め
る
覚
行
窮
満
し

た
る
を
い
う
」
と
い
う
辞
書
の
説
明
そ
の
も
の
が
、
教
育
体
系
た
る
こ
と
を
示
す
も
の
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」
と
述
べ
る）

（1
（

。

つ
ま
り
仏
教
の
教
え
（
教
育
）
を
受
け
る
者
（
衆
生
、
凡
夫
な
ど
）
が
、
目
指
す
べ
き
究
極
の
あ
り
方
は
、
歴
史
上
は
じ
め
て

「
仏
教
」
の
教
え
を
説
い
た
釈
尊
と
同
等
の
「
悟
り
」
に
到
達
し
仏
陀
と
な
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
釈
尊
の

「
悟
り
」
の
内
容
と
は
、「
縁
起
」
の
理
法
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
朴
は
「
釈
尊
の
さ
と
り
の
内
容
で
あ
り
な
が
ら
同
時
に
釈
尊
自

身
が
衆
生
等
に
ひ
ろ
く
教
説
し
て
よ
く
知
ら
せ
よ
う
と
し
た
の
は
縁
起
法
で
あ
っ
た
」「
釈
尊
の
思
想
で
教
育
内
容
の
中
の
真
正

な
知
と
し
て
の
智
慧
は
、
す
な
わ
ち
こ
の
よ
う
な
縁
起
法
の
さ
と
り
に
よ
る
智
慧
で
あ
る
。
ま
た
実
践
と
し
て
の
教
育
内
容
は
、

釈
尊
の
伝
道
宣
言
で
は
慈
悲
実
践
と
し
て
の
伝
道
の
遊
行
で
あ
る
と
い
え
る
」
と
述
べ
て
い
る）

（（
（

。
そ
し
て
水
野
が
指
摘
す
る
よ
う

に）
（1
（

、
仏
教
の
縁
起
説
と
は
、

此
あ
る
に
縁
っ
て
彼
あ
り
。
此
生
ず
る
に
縁
っ
て
彼
生
ず
。

此
な
き
に
縁
っ
て
彼
な
し
。
此
滅
す
る
に
縁
っ
て
彼
滅
す
。
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を
基
本
と
す
る
。
縁
起
と
は
「
縁
り
て
起
こ
る
こ
と
」
で
あ
り
、「
縁
り
て
」
と
は
「
条
件
に
よ
っ
て
」、「
起
こ
る
こ
と
」
と
は

「
起
こ
る
」
道
理
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
縁
起
と
は
「
種
々
の
条
件
に
よ
っ
て
現
象
が
起
こ
る
起
こ
り
方
の
原
理
」
で
あ

る
か
ら
、
縁
起
と
は
「
縁
起
の
道
理
」
で
あ
り
、
現
象
の
相
互
依
存
の
関
係
を
指
す
。
縁
起
説
は
仏
教
の
根
本
説
で
あ
り
、
法
そ

の
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
全
て
の
も
の
は
縁
起
で
あ
り
、
単
一
・
独
立
の
存
在
で
は
な
く
、
縁
っ
て
生
起
す
る
。
そ
れ

ゆ
え
に
単
一
・
独
立
の
存
在
と
な
る
創
造
神
も
絶
対
的
な
根
源
も
あ
り
得
ず
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
常
に
変
化
し
構
成
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
自
己
存
在
も
例
外
で
は
な
く
、
自
は
他
と
の
関
係
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
成
り
立
つ
。
こ
れ
を
「
自
他
一
如
」
と
い
う
。

自
己
は
単
独
で
成
立
す
る
の
で
は
な
く
、
他
と
の
関
係
性
、
様
々
な
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
関
係
性
に
お
い
て
仮
に
存
在
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
の
縁
起
の
思
想
は
「
無
我
」
と
も
い
え
る
。
仏
教
に
い
う
無
我
と
は
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
「
無
我
夢

中
」
や
「
無
我
の
境
地
」
と
は
異
な
る
。
我
と
は
古
代
イ
ン
ド
語
で
ア
ー
ト
マ
ン
と
い
い
、
永
遠
不
変
な
る
存
在
を
意
味
し
、
神
、

魂
な
ど
と
も
訳
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
古
代
イ
ン
ド
の
宗
教
で
あ
る
バ
ラ
モ
ン
教
は
、
永
遠
不
変
な
る
ア
ー
ト
マ
ン
（
我
）
の
存
在

を
認
め
、
輪
廻
転
生
に
基
づ
く
「
生
ま
れ
」
に
よ
る
身
分
的
差
別
を
肯
定
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
仏
教
に
お
け
る
無
我
と
は
永

遠
不
変
な
る
実
体
は
な
い
（
無
我
）、
あ
る
い
は
永
遠
不
変
な
る
実
体
で
は
な
い
（
非
我
）
こ
と
を
い
い
、
大
乗
仏
教
に
お
い
て

は
そ
れ
を
空
と
も
い
う
。
他
の
宗
教
に
は
な
く
仏
教
独
自
の
特
徴
あ
る
教
説
で
あ
る
こ
と
を
示
す
三
法
印
の
う
ち
の
一
つ
に
、

「
諸
法
無
我
」
と
あ
る
よ
う
に
、
仏
教
で
は
一
切
の
も
の
、
諸
法
・
諸
存
在
は
無
我
で
あ
り
、
永
遠
不
変
な
る
実
体
的
な
存
在
で

は
な
い
と
考
え
る
。

か
か
る
釈
尊
の
「
無
我
」
に
つ
い
て
、
直
接
に
は
非
実
体
を
説
く
も
の
で
は
な
い
と
す
る
説
が
あ
る）

（1
（

。
し
か
し
「
無
我
性
」
に

つ
い
て
、
水
野
は
、
大
乗
仏
教
の
「
空
性
」、「
空
」
と
も
同
じ
こ
と
で
あ
っ
て
、「
理
論
的
に
は
実
体
本
体
を
認
め
ず
、
ま
た
も

の
の
固
定
性
を
認
め
な
い
こ
と
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
か
か
る
無
我
と
は
「
我
が
な
い
」「
我
で
な
い
」
と
の
意
で
あ
り
、

我
と
は
生
滅
変
化
を
離
れ
た
永
遠
不
変
の
存
在
と
さ
れ
る
実
体
、
本
体
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
実
体
や
本
体
は
仏
教
で
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は
こ
れ
を
経
験
し
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
そ
れ
が
存
在
す
る
か
否
か
は
不
明
で
あ
り
無
記
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を

問
題
と
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
。
こ
の
意
味
で
仏
教
で
は
「
実
体
的
な
我
が
な
い
」
と
は
い
え
な
い
が
、
わ
れ
わ
れ
の
世
界
に
お
け

る
一
切
法
が
「
我
で
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
で
き
る
。
そ
こ
で
諸
法
無
我
と
は
、
す
べ
て
の
も
の
は
我
で
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
、
と
も
明
か
す
。
さ
ら
に
こ
の
無
我
（
非
我
）
に
つ
い
て
小
川
は
、「
我
は
な
い
」「
我
で
は
な
い
」
と
い
う
二
つ
の
否
定
の
義

が
あ
る
こ
と
を
認
め
、
諸
法
無
我
は
、
す
べ
て
の
存
在
は
常
住
不
変
な
我
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
（
我
で
は
な
い
、
非
我
）
と

理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
「
し
か
し
、
す
べ
て
の
存
在
が
我
の
よ
う
な
常
住
不
変
な
も
の
と
し
て
あ
り
え
な

い
と
い
う
こ
と
は
、「
我
」
の
よ
う
な
存
在
は
何
ひ
と
つ
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
、
結
局
は
「
我
は
な
い
（
無
我
）」
と
い
う
こ
と

に
な
る
」
と
も
明
か
し
て
い
る）

（1
（

。
以
上
の
説
を
踏
ま
え
筆
者
は
、
釈
尊
に
い
う
「
諸
法
無
我
」
は
直
接
的
に
は
一
切
の
も
の
は

「
我
で
は
な
い
（
非
我
）」
こ
と
を
説
い
て
い
る
が
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
永
遠
不
変
な
る
「
我
は
な
い
（
無
我
）」
と
い

う
意
味
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
れ
故
に
自
己
存
在
も
例
外
で
は
な
く
、「
我
は
な
い
（
無
我
）」
の
で
あ
り
、
固
定
的
実
体
的
な
存

在
と
は
い
え
な
い
。
一
切
の
も
の
（
諸
法
）
は
、「
無
我
」
の
「
我
」
と
し
て
あ
る
わ
け
で
あ
り
、
い
わ
ば
か
り
そ
め
の
仮
我
な

る
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
人
間
は
自
ら
の
修
練
に
よ
り
、
常
に
変
化
し
続
け
る
の
で
あ
り
、
無
上
の
智
慧
を
体
得
し
生
老
病

死
の
四
苦
に
代
表
さ
れ
る
人
生
の
様
々
な
苦
を
解
決
し
、
仏
と
な
り
得
る
と
も
い
え
よ
う
。
田
丸
は
、
理
念
の
レ
ベ
ル
で
仏
教
が

将
来
の
教
育
に
貢
献
で
き
る
点
と
し
て
、「
自
ら
の
修
練
に
よ
り
、
無
上
の
知
恵
を
体
得
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
仏
教
の
本
義
は
、

ま
さ
に
教
育
の
目
標
と
一
つ
で
あ
り
、
仏
教
は
こ
の
意
味
で
す
ぐ
れ
て
教
育
的
な
宗
教
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
す
る）

（1
（

。
自

己
は
あ
く
ま
で
固
定
的
実
体
的
な
存
在
で
は
な
く
常
に
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
「
諸
行
無
常
」、
一
切
の
現
象
世

界
は
常
に
変
化
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
釈
尊
仏
教
に
い
う
無
我
で
あ
る
。
で
は
な
ぜ
「
無
我
」
な
の
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は

「
縁
起
」
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
「
無
我
」
で
あ
る
か
ら
「
縁
起
」
で
あ
る
と
も
い
え
る
。「
無
我
」
と
「
縁
起
」
は
全
く
別

の
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
大
乗
仏
教
を
理
論
化
し
た
龍
樹
は
『
大
智
度
論
』
に
、
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自
在
な
る
が
故
に
無
我
な
り
。
主
無
き
が
故
に
、
名
づ
け
て
無
我
と
為
す
。
諸
法
は
因
縁
よ
り
生
ず
る
が
故
に
無
我
な
り）

（1
（

。

と
述
べ
、「
無
我
」
と
「
縁
起
」
が
不
二
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
す
。
そ
し
て
こ
の
「
無
我
・
縁
起
」
の
立
場
か
ら
自
己
の
努

力
、
修
練
、
向
上
が
考
え
ら
れ
て
く
る
。
例
え
ば
『
法
句
経
』
に
は
、

自
己
こ
そ
自
分
の
主
で
あ
る
。
他
人
が
ど
う
し
て
（
自
分
の
）
主
で
あ
ろ
う
か
？
自
己
を
よ
く
と
と
の
え
る
な
ら
ば
、
得
難

き
主
を
得
る）

（1
（

。

な
ど
と
あ
り
、
釈
尊
は
自
己
の
主
体
性
と
そ
の
努
力
の
必
要
性
を
説
く
。
さ
ら
に
『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
に
は
釈
尊
が
、

生
れ
に
よ
っ
て
賤
し
い
人
と
な
る
の
で
は
な
い
。
生
れ
に
よ
っ
て
バ
ラ
モ
ン
と
な
る
の
で
は
な
い
。
行
為
に
よ
っ
て
賤
し
い

人
と
も
な
り
、
行
為
に
よ
っ
て
バ
ラ
モ
ン
と
も
な
る
の
で
あ
る）

（1
（

。

生
れ
を
問
う
こ
と
な
か
れ
。
行
い
を
問
え）

（1
（

。

と
説
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
小
川
は
、「
釈
尊
も
神
の
裁
き
と
か
、
業
報
輪
廻
と
か
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
信
じ
て
い

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。」）

11
（

と
述
べ
、
釈
尊
の
業
報
思
想
の
基
本
は
「
自
業
自
得
」
で
あ
り
、
自
分
の
行
っ

た
行
為
の
結
果
は
自
分
が
引
き
受
け
て
い
く
と
い
う
、
自
業
自
得
が
釈
尊
の
業
の
基
本
で
あ
っ
た
、
と
指
摘
す
る
。
ま
た
善
悪
の

業
を
超
え
、
倫
理
を
超
え
る
仏
教
の
立
場
か
ら
、
釈
尊
は
「
い
わ
ゆ
る
倫
理
と
い
う
人
倫
の
た
め
の
道
徳
と
い
う
レ
ベ
ル
で
業
報

と
い
う
こ
と
を
説
い
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
筆
者
も
同
様
に
理
解
す
る
。
釈
尊
は
、
輪
廻
思
想
に
基
づ
く
「
生
ま
れ
」
に
よ

る
身
分
的
差
別
を
否
定
し
、
運
命
論
や
実
体
論
を
否
定
す
る
「
無
我
」
の
立
場
か
ら
、
各
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
努
力
を
肯
定
し
、
自

己
の
行
い
（
の
結
果
）
は
自
ら
が
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
「
自
業
自
得
」
の
業
論
を
語
る
。
そ
れ
故
に
各
人
の
「
努
力
」

や
「
行
為
」
を
肯
定
し
、
自
己
の
行
為
は
自
己
自
身
が
責
任
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
そ
し
て
仏
は
悟
り

の
内
容
と
な
る
「
縁
起
」
と
い
う
法
（
真
理
）
を
、
い
ま
だ
悟
り
を
開
い
て
い
な
い
衆
生
等
に
説
き
教
授
し
〈
覚
他
〉、
い
ま
だ

悟
り
を
開
く
こ
と
が
出
来
て
い
な
い
衆
生
等
は
、
仏
の
法
（
真
理
）
を
聞
き
教
授
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、「
悟
り
」
と
い
う
究
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極
の
目
的
に
到
達
し
て
い
く
こ
と
〈
自
覚
〉
を
目
指
す
の
で
あ
る
。
こ
の
仏
の
説
法
に
よ
り
衆
生
が
仏
へ
と
到
達
し
よ
う
と
す
る

仏
教
の
あ
り
方
は
「
自
覚
覚
他
」
で
あ
り
、（
悟
り
の
内
容
と
な
る
法
の
）
教
育
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
悟
り
の
内
容
と
な

る
法
、
す
な
わ
ち
「
縁
起
」（
自
他
一
如
、
無
我
）
の
思
想
こ
そ
が
、
仏
教
教
育
の
中
核
で
あ
る
と
い
え
る
。
次
節
で
は
「
無
我

（
非
我
）・
縁
起
」
の
思
想
か
ら
「
Ｉ
Ｂ
の
学
習
者
像
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

二

釈
尊
仏
教
の
無
我
・
縁
起
の
思
想
か
ら
み
る
「
Ｉ
Ｂ
の
学
習
者
像
」

Ｉ
Ｂ
の
10
の
学
習
者
像
は
す
で
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
傍
線
部
は
「
縁
起
」
の
思
想
に
関
連
す
る
箇
所
に
該
当

す
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｂ
の
学
習
者
像
に
「
縁
起
」
の
思
想
を
見
い
だ
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
10
の
学
習
者
像
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
に
「
私
た
ち
は
」（
Ｗ
ｅ
）
が
主
語
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。「
私
は
」（
Ｉ
）
と
い
う

限
定
さ
れ
た
自
己
が
主
語
で
は
な
く
、「
私
た
ち
は
」
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
自
己
だ
け
で
な
く
あ
く
ま
で
他
者
と
と
も
に

あ
る
自
己
で
あ
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
国
際
的
な
視
野
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
仏

教
に
お
い
て
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
「
縁
起
」
と
い
う
視
点
で
あ
り
、「
自
他
一
如
」
の
思
想
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
述

の
よ
う
に
仏
教
で
は
単
一
の
自
己
（
我
）
は
存
在
せ
ず
、
常
に
あ
ら
ゆ
る
他
者
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
自
己
は
存
在
し
得
る
と
考

え
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
釈
尊
仏
教
か
ら
み
れ
ば
、
Ｉ
Ｂ
の
学
習
者
像
の
主
語
と
な
る
「
私
た
ち
は
」（
Ｗ
ｅ
）
と
は
、「
自
他
一
如
」

と
し
て
の
自
己
を
示
し
、「
縁
起
」
の
理
法
と
関
連
付
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
Ｉ
Ｂ
の
10
の
学
習
者
像
に
は
、「
ひ
と
り
」（
自
）
と

「
他
の
人
々
」（
他
）
と
共
に
、
と
い
う
視
点
が
あ
り
、
自
他
一
如
（
縁
起
）
の
思
想
を
見
出
し
得
る
。
そ
の
箇
所
を
以
下
に
列
挙

し
た
い
。
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（
１
）「
探
究
す
る
人
」

ひ
と
り
で
学
ん
だ
り
、
他
の
人
々
と
共
に
学
ん
だ
り
し
ま
す
。

（
２
）「
知
識
の
あ
る
人
」

他
の
人
々
や
他
の
集
団
の
も
の
の
見
方
に
注
意
深
く
耳
を
傾
け
、
効
果
的
に
協
力
し
合
い
ま
す
。

（
６
）「
心
を
開
く
人
」

自
己
の
文
化
と
個
人
的
な
経
験
の
真
価
を
正
し
く
受
け
止
め
る
と
同
時
に
、
他
の
人
々
の
価
値
観
や
伝
統
の
真
価
も
ま
た
正

し
く
受
け
止
め
ま
す
。

（
７
）「
思
い
や
り
の
あ
る
人
」

私
た
ち
は
、
思
い
や
り
と
共
感
、
そ
し
て
尊
重
の
精
神
を
示
し
ま
す
。
他
の
人
々
の
生
活
や
私
た
ち
を
取
り
巻
く
世
界
を

良
く
す
る
た
め
に
行
動
し
ま
す
。

（
９
）「
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
人
」

私
た
ち
は
、
自
分
自
身
や
他
の
人
々
の
幸
福
に
と
っ
て
、
私
た
ち
の
生
を
構
成
す
る
知
性
、
身
体
、
心
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る

こ
と
が
大
切
だ
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
が
他
の
人
々
や
、
私
た
ち
が
住
む
こ
の
世
界
と
相
互
に
依
存
し
て
い

る
こ
と
を
認
識
し
て
い
ま
す
。

（
10
）「
振
り
返
り
が
で
き
る
人
」

世
界
に
つ
い
て
、
そ
し
て
自
分
の
考
え
や
経
験
に
つ
い
て
、
深
く
考
察
し
ま
す
。

以
上
の
６
つ
の
学
習
者
像
に
は
、
釈
尊
仏
教
に
お
け
る
縁
起
の
思
想
、
自
他
一
如
の
思
想
と
関
連
付
け
て
理
解
で
き
る
。
特
に

傍
線
部
に
は
、「
自
」
と
「
他
」
と
も
に
、
と
い
う
自
他
一
如
の
思
想
が
強
く
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き

は
（
７
）
と
（
９
）
で
あ
る
。
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ま
ず
（
９
）
に
は
、「
私
た
ち
が
他
の
人
々
や
、
私
た
ち
が
住
む
こ
の
世
界
と
相
互
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
ま

す
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く
仏
教
に
い
う
と
こ
ろ
の
「
縁
起
」
で
あ
る
。
先
述
の
通
り
仏
教
に
お
い
て
縁
起
と
は
、
相
互
相

依
の
関
係
を
い
い
、
ま
さ
に
「
相
互
に
依
存
し
て
い
る
」
あ
り
方
で
あ
る
。
そ
し
て
（
７
）
に
「
私
た
ち
は
、
思
い
や
り
と
共
感
、

そ
し
て
尊
重
の
精
神
を
示
し
ま
す
」
と
述
べ
、
思
い
や
り
・
共
感
・
尊
重
の
精
神
に
つ
い
て
語
っ
た
上
で
、「
他
の
人
々
の
生
活

や
私
た
ち
を
取
り
巻
く
世
界
を
良
く
す
る
た
め
に
行
動
し
ま
す
」
と
示
し
、「
自
」
の
み
で
な
く
「
自
他
」
を
と
も
に
良
く
す
る

こ
と
へ
の
行
動
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
の
精
神
と
行
動
は
、
仏
教
に
い
う
と
こ
ろ
の
「
慈
悲
」（
小
悲
、
Ｉ
Ｂ
の
Ｃ
Ａ
Ｓ

〈
創
造
性
・
活
動
・
奉
仕
〉）
に
該
当
す
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
仏
教
に
お
い
て
真
実
は
縁
起
で
あ
り
自
他
一
如
で
あ
る
か
ら
、

他
者
と
無
関
係
の
自
己
は
存
在
し
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
相
手
を
思
い
や
り
、
そ
の
苦
に
共
感
し
、
相
手
の
苦
を
抜
き
、
楽
を
与

え
る
と
い
う
「
抜
苦
与
楽
」
の
「
慈
悲
」
が
重
視
さ
れ
る
。
Ｉ
Ｂ
教
育
に
お
い
て
も
他
と
の
関
係
性
（
仏
教
に
い
う
自
他
一
如
）

を
重
視
す
る
教
育
で
あ
る
か
ら
、
当
然
に
し
て
（
７
）「
思
い
や
り
あ
る
人
」
に
お
い
て
共
感
・
尊
重
の
精
神
と
そ
れ
に
対
す
る

行
動
が
語
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
先
述
の
よ
う
に
釈
尊
仏
教
に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
「
縁
起
」
で
あ
る
か
ら
、
永
遠
不
変
な
る
固
定
的
実
体
は
存

在
せ
ず
、
全
て
は
「
無
我
」
で
あ
り
、
自
己
も
同
様
に
し
て
永
遠
不
変
な
る
固
定
的
実
体
的
な
自
己
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
常

に
変
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
自
己
は
常
に
行
為
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
釈
尊
は
、
自
己
の
努
力
・

行
為
・
修
練
、
な
ら
び
に
「
自
業
自
得
」
を
語
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
自
業
自
得
」
の
精
神
は
Ｉ
Ｂ
の
学
習
者
像
に
お
い
て
も
語

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
箇
所
を
特
に
示
せ
ば
次
の
通
り
と
な
ろ
う
。

（
１
）「
探
究
す
る
人
」

私
た
ち
は
、
好
奇
心
を
育
み
、
探
究
し
研
究
す
る
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
ま
す
。
熱
意
を
も
っ
て
学
び
、
学
ぶ
喜
び
を
生
涯
を

通
じ
て
も
ち
続
け
ま
す
。
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（
２
）「
知
識
の
あ
る
人
」

私
た
ち
は
、
概
念
的
な
理
解
を
深
め
て
活
用
し
、
幅
広
い
分
野
の
知
識
を
探
究
し
ま
す
。

（
３
）「
考
え
る
人
」

私
た
ち
は
、
複
雑
な
問
題
を
分
析
し
、
責
任
あ
る
行
動
を
と
る
た
め
に
、
批
判
的
か
つ
創
造
的
に
考
え
る
ス
キ
ル
を
活
用
し

ま
す
。
率
先
し
て
理
性
的
で
倫
理
的
な
判
断
を
下
し
ま
す
。

（
４
）「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
人
」

私
た
ち
は
、
複
数
の
言
語
や
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
用
い
て
、
自
信
を
も
っ
て
創
造
的
に
自
分
自
身
を
表
現
し
ま
す
。

（
５
）「
信
念
を
も
つ
人
」

私
た
ち
は
、
誠
実
か
つ
正
直
に
、
公
正
な
考
え
と
強
い
正
義
感
を
も
っ
て
行
動
し
ま
す
。
私
た
ち
は
、
自
分
自
身
の
行
動
と

そ
れ
に
伴
う
結
果
に
責
任
を
も
ち
ま
す
。

（
６
）「
心
を
開
く
人
」

私
た
ち
は
、
自
己
の
文
化
と
個
人
的
な
経
験
の
真
価
を
正
し
く
受
け
止
め
る

（
７
）「
思
い
や
り
の
あ
る
人
」

他
の
人
々
の
生
活
や
私
た
ち
を
取
り
巻
く
世
界
を
良
く
す
る
た
め
に
行
動
し
ま
す
。

（
８
）「
挑
戦
す
る
人
」

私
た
ち
は
、
不
確
実
な
事
態
に
対
し
、
熟
慮
と
決
断
力
を
も
っ
て
向
き
合
い
ま
す
。

挑
戦
と
変
化
に
機
知
に
富
ん
だ
方
法
で
快
活
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
９
）「
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
人
」

私
た
ち
は
、（
中
略
）
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
が
（
中
略
）
を
認
識
し
て
い
ま
す
。
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（
10
）「
振
り
返
り
が
で
き
る
人
」

自
分
自
身
の
学
び
と
成
長
を
促
す
た
め
、
自
分
の
長
所
と
短
所
を
理
解
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

（
傍
線
、
引
用
者
）

こ
の
よ
う
に
Ｉ
Ｂ
の
学
習
者
像
に
は
、
自
己
の
行
動
に
伴
う
責
任
や
結
果
を
引
き
受
け
て
い
く
、
自
業
自
得
が
語
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

三
「
仏
教
」
と
「
Ｉ
Ｂ
」
の
相
互
補
完
的
教
育
論

こ
れ
ま
で
の
論
考
を
踏
ま
え
、
仏
教
か
ら
み
る
Ｉ
Ｂ
教
育
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
れ
は
今
後
、
Ｉ
Ｂ
教
育
が
仏

教
校
に
お
い
て
積
極
的
に
よ
り
広
く
受
容
さ
れ
て
い
く
た
め
の
、
仏
教
に
基
づ
く
「
Ｉ
Ｂ
教
育
」
の
理
論
を
確
立
し
て
い
く
こ
と

に
繋
が
る
だ
ろ
う
。

す
で
に
図
１
Ｉ
Ｂ
Ｄ
Ｐ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
モ
デ
ル
に
あ
る
よ
う
に
、
Ｉ
Ｂ
教
育
は
Ｉ
Ｂ
の
学
習
者
像
に
基
づ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

り
、
そ
の
学
習
者
像
を
体
現
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
え
る
。
大
迫
は
、「
Ｉ
Ｂ
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｄ
Ｐ
も
、
中
心
に
置
か
れ

た
「
Ｉ
Ｂ
の
学
習
者
像
」
に
た
ど
り
つ
く
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
各
要
素
が
設
計
さ
れ
て
い
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
の
で
す
」
と
述
べ
て
い
る）

1（
（

。
こ
の
学
習
者
像
は
釈
尊
の
縁
起
の
思
想
に
基
づ
い
て
理
解
出
来
る
こ
と
か
ら
、
仏
教
（
縁
起
）
に

基
づ
く
Ｉ
Ｂ
学
習
者
像
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
全
て
の
も
の
は
あ
ら
ゆ
る
関
係
性
に
よ
っ
て
起
こ
っ
て
い
る
「
縁

起
」
の
存
在
で
あ
り
、
永
遠
不
変
な
る
固
定
的
実
体
は
な
く
「
無
我
」
で
あ
る
か
ら
、
Ｉ
Ｂ
の
学
習
者
像
が
成
り
立
つ
。
特
に
そ

れ
は
（
７
）「
思
い
や
り
の
あ
る
人
」
の
学
習
者
像
や
（
９
）「
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
人
」
の
「
私
た
ち
が
他
の
人
々
や
、
私
た
ち
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が
住
む
こ
の
世
界
と
相
互
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
ま
す
」
に
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
仏
教
校
の
Ｉ
Ｂ
教
育

の
場
合
、
図
１
Ｉ
Ｂ
Ｄ
Ｐ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
モ
デ
ル
の
中
央
に
「
仏
教
」（
縁
起
）
の
思
想
を
据
え
て
、
学
習
者
像
、
な
ら
び
に
Ｉ

Ｂ
Ｄ
Ｐ
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
仏
教
に
基
づ
く
Ｉ
Ｂ
教
育
と
は
、「
仏
教
（
縁
起
）
→
Ｉ
Ｂ
学
習
者
像
→
Ｉ
Ｂ
Ｄ
Ｐ
」

と
い
う
図
式
で
示
さ
れ
得
る
。
さ
ら
に
Ｉ
Ｂ
の
学
習
者
は
、
そ
の
Ｉ
Ｂ
教
育
を
通
じ
て
学
び
を
深
め
て
い
く
わ
け
で
あ
る
か
ら
、

「
仏
教
（
縁
起
）
→
Ｉ
Ｂ
学
習
者

Ｉ
Ｂ
教
育
」
と
双
方
的
な
関
係
で
図
式
化
で
き
る
。
そ
も
そ
も
Ｉ
Ｂ
に
お
け
る
10
の
学
習
者

像
に
つ
い
て
Ｉ
Ｂ
教
育
の
中
核
に
据
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
10
の
学
習
者
像
の
根
拠
と
な
る
も
の
は
、「
Ｉ
Ｂ
の
使
命
・

理
念
」
以
外
に
具
体
的
な
も
の
は
み
ら
れ
な
い
。
仏
教
校
の
Ｉ
Ｂ
教
育
の
場
合
、
そ
の
学
習
者
像
の
根
拠
を
、
建
学
の
精
神
と
な

る
「
仏
教
」
自
体
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
学
習
者
像
の
根
拠
と
な
る
「
Ｉ
Ｂ
の
使
命
」
と
仏
教
の
縁
起

の
思
想
は
い
か
に
関
連
性
を
持
つ
の
だ
ろ
う
か
。

「
Ｉ
Ｂ
の
使
命
」
に
は
、「
Ｉ
Ｂ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
世
界
各
国
で
学
ぶ
児
童
生
徒
に
、
人
が
も
つ
違
い
を
違
い
と
し
て
理
解
し
、

自
分
と
異
な
る
考
え
の
人
々
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
正
し
さ
が
あ
り
得
る
と
認
め
る
こ
と
の
で
き
る
人
と
し
て
、
積
極
的
に
、
そ
し
て

共
感
す
る
心
を
も
っ
て
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
ま
す
」（
傍
線
、
引
用
者
）
と
あ
る
。
特
に
傍
線
に

あ
る
よ
う
に
、
Ｉ
Ｂ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
自
他
の
相
違
を
認
め
、
ど
ち
ら
も
否
定
す
る
こ
と
な
く
、
互
い
に
肯
定
し
共
感
し
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
仏
教
の
場
合
、
す
べ
て
の
も
の
は
関
係
性
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
縁
起
の
存
在
で
あ
り
、
固
定

的
実
体
的
存
在
は
あ
り
得
な
い
無
我
な
の
で
あ
る
か
ら
、
自
己
の
都
合
に
よ
っ
て
自
分
の
価
値
観
の
み
を
是
と
し
、
他
の
価
値
観

を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
仏
教
の
縁
起
の
道
理
に
基
づ
く
こ
と
で
、「
人
が
も
つ
違
い
を
違
い
と
し
て
理
解

し
、
自
分
と
異
な
る
考
え
の
人
々
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
正
し
さ
が
あ
り
得
る
と
認
め
る
こ
と
の
で
き
る
人
」
を
作
ろ
う
と
す
る
Ｉ
Ｂ

の
使
命
に
共
感
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
仏
教
を
建
学
の
精
神
と
す
る
学
校
は
、
釈
尊
仏
教
の
思
想
（
縁
起
）

を
中
心
に
据
え
る
こ
と
で
、
Ｉ
Ｂ
の
理
念
・
使
命
に
基
づ
く
学
習
者
像
、
な
ら
び
に
Ｉ
Ｂ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
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の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
Ｉ
Ｂ
の
教
育
は
、
仏
教
校
の
建
学
の
精
神
と
お
お
よ
そ
合
致
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
仏
教
と

Ｉ
Ｂ
の
関
係
を
図
示
す
れ
ば
図
２
の
通
り
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
Ｉ
Ｂ
の
学
習
者
像
の
内
に
、
仏
教
の
根
本
思
想
た
る
「
縁
起
」
を

見
出
し
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
生
徒
は
仏
教
の
縁
起
の
思
想
が
す
で
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
Ｉ
Ｂ
の
学
習
者
像
に
対
し
、
個
人
の
自

由
な
解
釈
が
可
能
に
な
っ
て
い
く
。
Ｉ
Ｂ
の
学
習
者
像
に
対
す
る
理
解
の
深
度
に
つ
い
て
、
全
く
妨
げ
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
仏
教
と
Ｉ
Ｂ
教
育
は
関
連
付
け
て
理
解
で
き
、
し
か
も
Ｉ
Ｂ
の
学
習
者
像
を
仏
教
に
よ
っ
て
補
完
的
に
根
拠
づ
け

る
こ
と
も
で
き
る
の
だ
が
、
元
来
、
仏
教
教
育
の
最
大
の
目
的
は
、「
縁
起
」
の
理
法
を
さ
と
る
こ
と
で
人
生
苦
を
解
決
し
さ
と

り
を
開
か
せ
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。
縁
起
を
悟
る
こ
と
で
自
己
中
心
的
な
思
い
（
欲
望
・
煩
悩
）
か
ら
離
れ
、
人
生
の
苦
を
解
決

し
て
い
く
。
到
達
で
き
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
仏
教
教
育
の
最
終
目

標
は
、
や
は
り
転
迷
開
悟
に
あ
る
だ
ろ
う
。
い
う
ま
で
も
な
く
Ｉ
Ｂ
に

は
、
仏
教
教
育
の
最
大
の
目
的
た
る
転
迷
開
悟
の
視
点
に
該
当
す
る
も

の
は
全
く
な
い
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
大
き
な
相
違
が
あ
る
と
い
え
る
。

し
か
し
他
方
、
Ｉ
Ｂ
の
学
習
者
像
は
、
釈
尊
仏
教
の
根
本
教
説
た
る

「
縁
起
」
の
思
想
か
ら
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
視
点
に
立
て

ば
仏
教
教
育
に
Ｉ
Ｂ
教
育
を
受
容
し
て
い
く
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
る

と
い
え
る
。
問
題
は
ど
の
よ
う
に
受
容
す
る
べ
き
か
い
う
こ
と
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
仏
教
校
に
お
い
て
Ｉ
Ｂ
教
育
を
そ
の
ま
ま
導
入
し
て
い
く
こ

と
も
良
い
と
思
う
の
だ
が
、
筆
者
は
さ
ら
に
一
歩
進
め
て
、
仏
教
校
に

お
い
て
Ｉ
Ｂ
教
育
を
受
容
し
て
い
く
場
合
に
は
、
釈
尊
仏
教
の
「
縁

起
」
の
理
法
を
そ
の
根
底
に
据
え
る
こ
と
で
「
仏
教
」
と
「
Ｉ
Ｂ
」
を

図２ 仏教とＩＢの関係図
（筆者作成）
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併
存
さ
せ
た
教
育
を
提
唱
し
た
い
。
か
か
る
「
仏
教
」
と
「
Ｉ
Ｂ
」
の
併
存
教
育
に
よ
っ
て
、
世
界
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
Ｉ
Ｂ

教
育
を
、
釈
尊
仏
教
に
お
け
る
「
縁
起
」
の
真
実
に
合
致
す
る
教
育
と
し
て
導
入
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
よ
う
。

か
か
る
併
存
の
教
育
は
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
仏
教
教
育
の
重
要
な
側
面
で
あ
る
「
自
他
」
の
救
済
と
い
う
宗
教
教

育
の
側
面
と
、
Ｉ
Ｂ
と
い
う
国
際
教
育
の
側
面
の
両
者
を
一
体
化
し
た
教
育
が
実
現
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
か

か
る
一
体
型
の
教
育
は
、
仏
教
教
育
の
弱
点
と
な
ろ
う
「
国
際
理
解
教
育
」（
世
界
的
に
評
価
さ
れ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
補

い
、
Ｉ
Ｂ
教
育
の
弱
点
と
な
ろ
う
（
自
他
の
救
済
と
し
て
の
）「
宗
教
教
育
」
も
補
う
こ
と
と
な
り
、「
仏
教
」
と
「
Ｉ
Ｂ
」
が
教

育
に
お
い
て
相
互
に
補
完
す
る
関
係
が
生
ま
れ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
に
「
仏
教
」
と
「
Ｉ
Ｂ
」
の
相
互
補
完
的
教
育
論
を
導

き
だ
す
こ
と
が
で
き
、
仏
教
校
な
ら
で
は
の
特
徴
あ
る
Ｉ
Ｂ
教
育
を
も
見
出
し
て
い
く
こ
と
な
る
だ
ろ
う
。

結

論

釈
尊
の
悟
り
の
内
容
は
縁
起
で
あ
る
。
自
ら
が
真
理
に
目
覚
め
仏
と
な
り
、
い
ま
だ
目
覚
め
て
い
な
い
衆
生
を
目
覚
め
さ
せ
て

い
く
自
覚
覚
他
の
仏
教
教
育
に
お
い
て
、
真
理
と
な
る
縁
起
は
、
仏
教
教
育
を
考
え
る
上
で
非
常
に
重
要
な
も
の
と
い
え
る
。
そ

の
縁
起
の
思
想
か
ら
Ｉ
Ｂ
の
10
の
学
習
者
像
を
考
察
す
る
と
、
Ｉ
Ｂ
の
学
習
者
像
に
は
以
下
の
特
徴
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
１
）
自
他
一
如
（
縁
起
）・
慈
悲
の
視
点

・「
ひ
と
り
（
自
）
と
他
の
人
々
（
他
）
と
共
に
」

・
学
習
者
像
は
全
て
「
私
た
ち
は
」（
Ｗ
ｅ
）
が
主
語

（
２
）
自
業
自
得
（
無
我
）
の
視
点
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・「
自
分
自
身
の
行
動
と
そ
れ
に
伴
う
結
果
に
責
任
を
も
つ
」

・
理
性
的
で
倫
理
的
な
判
断
を
下
す

こ
の
Ｉ
Ｂ
の
学
習
者
像
に
示
さ
れ
た
２
つ
の
特
徴
は
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
の
教
育
上
に
縁
起
の
思
想
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
し
か
も
Ｉ
Ｂ
の
学
習
者
像
の
全
て
が
「
私
た
ち
は
」（
Ｗ
ｅ
）
を
主
語
と
し
自
他
一
如
の
自
己
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、

そ
の
自
他
一
如
の
自
己
が
探
究
し
考
え
、
自
己
の
責
任
に
お
い
て
行
動
し
て
い
く
と
い
う
深
い
学
び
を
求
め
て
い
る
。
縁
起
な
る

自
己
が
ど
の
よ
う
な
学
習
者
像
と
な
り
、
ど
の
よ
う
に
学
習
す
べ
き
か
が
Ｉ
Ｂ
教
育
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
Ｉ
Ｂ
の
使
命
に
、

「
人
が
も
つ
違
い
を
違
い
と
し
て
理
解
し
、
自
分
と
異
な
る
考
え
の
人
々
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の

正
し
さ
が
あ
り
得
る
と
認
め
る
こ
と
の
で
き
る
人
」
と
あ
る
。
縁
起
の
道
理
に
基
づ
け
ば
自

他
の
相
違
は
当
然
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
正
し
さ
が
認
め
ら
れ
る
。
か
か
る
「
Ｉ
Ｂ
の
使
命

と
学
習
者
像
」
は
「
Ｉ
Ｂ
の
理
念
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、「
Ｉ
Ｂ
の
理
念
」
の
中
に
、
仏
教

の
縁
起
の
真
理
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
西
洋
的
と
さ
れ
る
Ｉ
Ｂ
教
育
が
、

実
は
東
洋
の
思
想
で
あ
る
仏
教
の
思
想
と
も
合
致
し
て
い
く
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
ゆ
え
に
筆
者
は
、
仏
教
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｂ
教
育
と
し
て
仏
教
（
縁
起
）
を
基
底
と

す
る
「
宗
教
教
育
」
と
「
Ｉ
Ｂ
教
育
」
の
併
存
を
提
唱
す
る
。
か
か
る
教
育
を
図
示
す
れ
ば
、

図
３
の
通
り
で
あ
る
。

以
上
、
仏
教
校
の
建
学
の
精
神
と
Ｉ
Ｂ
の
合
致
を
示
す
論
理
の
構
築
に
よ
り
、
仏
教
校
も

Ｉ
Ｂ
教
育
を
導
入
し
や
す
く
な
る
。
そ
し
て
今
後
さ
ら
に
仏
教
（
あ
る
い
は
宗
教
）
と
Ｉ
Ｂ

と
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
で
き
れ
ば
、
仏
教
校
の
Ｉ
Ｂ
導
入
は
よ
り
積
極
的
な
も
の
と
な
り
、

図３ ＩＢ教育と宗教教育
（筆者作成）

IB  
(国際的教育プログラム)  

育 
(自他の救済) 
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ひ
い
て
は
日
本
に
お
け
る
Ｉ
Ｂ
の
発
展
に
も
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
普
遍
的
な
世
界
宗
教
と
の
関
係
を
明
か
し
て
い
く

こ
と
は
、
Ｉ
Ｂ
教
育
の
普
遍
性
を
示
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
Ｉ
Ｂ
Ｄ
Ｐ
の
Ｔ
Ｏ
Ｋ
（
知
の
理
論
）・

Ｃ
Ａ
Ｓ
（
創
造
性
・
活
動
・
奉
仕
）
と
仏
教
に
お
け
る
智
慧
・
慈
悲
の
関
係
に
つ
い
て
も
述
べ
て
お
き
た
い）

11
（

。

仏
教
の
智
慧
は
無
我
・
縁
起
に
基
づ
き
、
固
定
的
実
体
的
な
「
知
」
は
な
く
常
に
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て

智
慧
と
慈
悲
は
一
体
の
も
の
で
あ
る
。
全
て
は
無
我
・
縁
起
の
存
在
で
あ
る
が
故
に
、
事
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
見
る
智
慧
（
如
実

知
見
）
に
よ
れ
ば
、
一
切
の
も
の
が
繋
が
り
あ
っ
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
「
自
」
だ
け
良
け
れ
ば
良
い
の
で

は
な
く
、「
他
」
を
思
い
や
り
慈
し
む
「
慈
悲
」
が
伴
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
智
慧
は
慈
悲
を
伴
い
、
慈
悲
は
智
慧
を
伴
う
の

で
あ
り
、
智
慧
の
内
容
を
行
動
し
、
実
践
し
て
い
く
の
が
慈
悲
と
い
え
る
。
こ
の
慈
悲
に
は
大
悲
・
中
悲
・
小
悲
の
三
縁
の
慈
悲

が
あ
り
、
小
悲
は
人
間
が
他
を
様
々
な
活
動
に
よ
っ
て
救
う
在
り
方
で
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
含
ん
で
い
る
と
考
え

ら
れ
よ
う
。

先
に
論
じ
た
よ
う
に
、
Ｉ
Ｂ
の
中
核
と
な
る
Ｉ
Ｂ
の
学
習
者
像
に
は
、
釈
尊
仏
教
の
根
本
思
想
で
あ
る
「
無
我
・
縁
起
」
の
思

想
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
、
学
習
者
像
の
（
７
）
に
は
思
い
や
り
・
共
感
・
尊
重
の
精
神
を
示
し
、「
他
の
人
々
の

生
活
や
私
た
ち
を
取
り
巻
く
世
界
を
良
く
す
る
た
め
に
行
動
し
ま
す
」
と
述
べ
、「
自
」
の
み
で
な
く
「
自
他
」
を
と
も
に
良
く

す
る
こ
と
へ
の
行
動
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
の
精
神
と
行
動
は
、
仏
教
に
い
う
縁
起
に
基
づ
く
「
慈
悲
」（
小
悲
）
に
該
当
し
得

る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
れ
ら
の
学
習
者
像
は
、「
無
我
・
縁
起
」
の
思
想
（
自
他
一
如
）
と
関
連
付
け
て
理
解
で
き
る
。
ま

た
Ｔ
Ｏ
Ｋ
の
科
目
は
こ
の
Ｉ
Ｂ
の
学
習
者
像
に
基
づ
き
開
設
さ
れ
、「
知
」
を
構
成
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習

者
に
お
い
て
常
に
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
故
に
Ｔ
Ｏ
Ｋ
の
「
知
」
の
あ
り
方
は
、「
無
我
・
縁
起
」
の
思

想
に
基
づ
き
、
固
定
的
実
体
的
な
「
知
」
は
な
い
と
す
る
、
仏
教
の
「
智
慧
」
の
理
解
と
共
通
す
る
も
の
と
い
え
よ
う）

11
（

。

さ
ら
に
Ｉ
Ｂ
の
Ｃ
Ａ
Ｓ
は
、
仏
教
の
慈
悲
（
小
悲
）
を
具
体
化
す
る
教
育
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。「「
創
造
性
・
活
動
・
奉
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仕
」（
Ｃ
Ａ
Ｓ
）
指
導
の
手
引
き
」）

11
（

に
よ
る
と
、
コ
ア
は
Ｄ
Ｐ
の
本
質
で
あ
り
、「
コ
ア
」
の
３
要
素
を
担
当
す
る
教
師
は
、
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
生
徒
が
Ｄ
Ｐ
で
学
習
す
る
科
目
の
よ
り
深
い
理
解
に
Ｔ
Ｏ
Ｋ
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
、
Ｅ
Ｅ
を
役
立
て
ら
れ
る
か
を
注
意
深
く

検
討
し
、
計
画
す
る
必
要
が
あ
る
。
Ｃ
Ａ
Ｓ
に
は
以
下
の
例
が
考
え
ら
れ
、「
奉
仕
を
通
じ
て
学
ぶ
機
会
を
得
る
こ
と
に
よ
り

（
中
略
）
そ
の
領
域
で
の
新
た
な
そ
し
て
よ
り
深
い
知
識
を
構
築
で
き
る
よ
う
に
す
る
」
と
あ
る
。
そ
し
て
「
コ
ア
」
の
役
割
の

実
践
方
法
と
し
て
Ｃ
Ａ
Ｓ
に
は
「
他
人
の
助
け
が
必
要
な
人
を
支
援
す
る
自
ら
の
取
り
組
み
を
評
価
し
、
擁
護
と
い
う
考
え
方
に

つ
い
て
追
求
す
る
」
と
の
例
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
う
ち
「 

奉
仕
」（service

）
に
つ
い
て
は
「 

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
真
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
他
者
と
共
に
活
動
を
行
い
、
か
つ
相
互
扶
助
の
取
り
組
み
に
従
事
す
る
こ
と
」
と
記

さ
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ね
ら
い
は
、「
地
域
や
世
界
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
一
員
と
し
て
、
他
の
人
や
環
境
に
対
し
て
責
任
を

負
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
人
」
と
な
る
よ
う
に
生
徒
を
育
て
る
こ
と
に
あ
る
。
さ
ら
に
４
種
類
の
奉
仕
活
動
に
は
、「
直
接

的
な
奉
仕
：
他
者
、
環
境
、
ま
た
は
動
物
な
ど
と
の
か
か
わ
り
合
い
を
も
ち
ま
す
。」「
間
接
的
な
奉
仕
：
間
接
的
な
奉
仕
で
は
、

（
中
略
）
自
分
の
行
動
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
環
境
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
こ
と
」
な
ど
と
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
生
徒
の
Ｃ
Ａ
Ｓ

の
実
践
は
、
仏
教
に
お
け
る
小
悲
の
実
践
と
も
い
え
る
。
そ
し
て
、
Ｉ
Ｂ
学
習
者
像
〈
無
我
・
縁
起
〉
に
基
づ
く
Ｔ
Ｏ
Ｋ
〈
智

慧
〉・
Ｃ
Ａ
Ｓ
〈
慈
悲
〉
と
い
う
構
造
が
仏
教
の
無
我
・
縁
起
に
基
づ
く
智
慧
と
慈
悲
の
構
造
と
見
事
に
合
致
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
以
上
に
よ
り
、
Ｉ
Ｂ
に
先
立
つ
釈
尊
の
仏
教
思
想
は
、
西
洋
的
な
価
値
観
に
基
づ
く
と
い
わ
れ
る
現
代
の
Ｉ
Ｂ
教
育
と
関
連

付
け
て
理
解
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
仏
教
を
建
学
の
精
神
と
す
る
仏
教
校
が
釈
尊
仏
教
の
無
我
・
縁
起
の
思
想
を
、
Ｉ
Ｂ
の
学
習

者
像
の
根
底
に
据
え
て
Ｉ
Ｂ
教
育
を
導
入
し
て
い
く
こ
と
に
な
れ
ば
、
仏
教
校
な
ら
で
は
の
特
徴
あ
る
Ｉ
Ｂ
教
育
と
な
り
、
Ｉ
Ｂ

教
育
自
体
が
そ
の
導
入
す
る
学
校
に
お
い
て
も
意
義
あ
る
も
の
と
な
る
と
い
え
よ
う
。
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註（
1
）
「
Ｉ
Ｂ
の
学
習
者
像
」
はGeorge W

alker

が
西
洋
的
な
価
値
観
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
す
る
一
方
で
、中
島
章
夫
は
「
Ｉ
Ｂ
の
学
習
者
像
」

と
日
本
の
中
学
校
学
習
指
導
要
領
に
あ
る
「
道
徳
」
の
四
つ
の
目
標
と
を
結
び
つ
け
て
分
類
し
て
い
る
。
ま
た
中
国
に
あ
る
Ｉ
Ｂ
校
で
は
「
Ｉ
Ｂ

の
学
習
者
像
」
に
つ
い
て
、
究
・
知
・
考
・
話
・
義
・
寛
・
仁
・
挑
・
健
・
省
と
漢
字
で
表
し
て
い
る
（
大
迫
弘
和
「
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
（
Ｉ

Ｂ
）
に
つ
い
て
（
思
想
篇
）」『
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
入
門

融
合
教
育
に
よ
る
教
育
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
』
二
〇
一
三
年
、
学
芸
み
ら
い
社
、
一
〇
八

～
一
一
九
頁
、
同
「
日
本
の
教
育
改
革
と
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
」『
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
を
知
る
た
め
に
』
水
王
舎
、
二
〇
一
四
年
、
一
一
七
～
一
四

二
頁
）。
こ
の
よ
う
に
、
西
洋
的
な
価
値
観
だ
け
で
な
く
、
東
洋
の
価
値
観
か
ら
も
「
Ｉ
Ｂ
の
学
習
者
像
」
は
考
察
さ
れ
て
い
る
。
当
稿
は
、
東

洋
思
想
の
う
ち
、
釈
尊
仏
教
か
ら
「
Ｉ
Ｂ
の
学
習
者
像
」
に
つ
い
て
論
考
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
2
）
日
本
に
お
い
て
、
仏
教
校
で
Ｉ
Ｂ
教
育
が
受
け
ら
れ
る
学
校
は
、
武
蔵
野
大
学
附
属
千
代
田
高
等
学
院
の
み
で
あ
る
（
二
〇
一
八
年
度
か
ら
導

入
）。

（
3
）
文
部
科
学
省
「
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
と
は
」「
日
本
語D

P

」「
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
の
認
定
校
」http://w

w
w

.m
ext.go.jp/a_m

enu/kokusai/
ib/

（
二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
四
日
閲
覧
）

（
4
）
大
迫
弘
和
「
日
本
の
教
育
改
革
と
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
」（
前
註
（
１
））

（
5
）
文
部
科
学
大
臣
官
房
国
際
課
『
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
認
定
の
た
め
の
手
引
き
』http://w

w
w

.m
ext.go.jp/com

ponent/a_m
enu/education/

detail/__icsFiles/afieldfile/201（/09/29/1353392_03.pdf

（
二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
四
日
閲
覧
）

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
機
構
『
Ｉ
Ｂ
の
一
貫
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
（
Ｉ
Ｂ
）
の
教
育
と
は
？
』（
二
〇
一
四
年
）International 

Baccalaureate O
rganization(U

K
)Ltd. http://w

w
w

.ibo.org/globalassets/digital-tookit/brochures/w
hat-is-an-ib-education-jp.

pdf

（
二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
四
日
閲
覧
）

（
6
）
前
註
（
3
）
参
照
。

（
（
）
高
楠
順
次
郎
『
生
の
実
現
と
し
て
の
仏
教
』（
大
雄
閣
刊
、
一
六
二
四
年
、
一
一
八
頁
）

（
（
）
竹
内
明
『
仏
教
と
教
育
』（
仏
教
大
学
通
信
教
育
部
、
一
九
八
五
年
、
四
一
頁
）

（
9
）
田
丸
徳
善
「
仏
教
思
想
の
教
育
的
意
義
」（
斎
藤
昭
俊
編
著
『
仏
教
教
育
の
世
界
』
北
辰
堂
、
一
九
九
三
年
、
三
三
～
三
九
頁
）

（
10
）
藤
田
清
「
教
育
体
系
と
し
て
の
仏
教
」（『
仏
教
教
育
の
世
界
』
北
辰
堂
、
一
九
九
三
年
、
四
三
頁
）



─ 11（ ── 11（ ─
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（
11
）
朴
先
榮
「
釈
尊
の
基
本
的
な
教
育
思
想
試
論
」（『
仏
教
教
化
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
、
三
二
頁
）

（
12
）
水
野
弘
元
『
仏
教
用
語
の
基
礎
知
識
』（
春
秋
社
、
一
九
七
二
年
）
一
五
七
～
一
五
八
頁

（
13
）
中
村
元
「
ブ
ッ
ダ
の
根
本
思
想
と
そ
の
人
類
史
的
意
義
」（『
ブ
ッ
ダ
の
世
界
』
学
習
研
究
社
、
一
九
八
一
年
）、
二
瓶
孝
次
「
釈
尊
の
さ
と
り

と
道
徳
的
発
達
（
下
）
―
実
践
的
概
念
と
し
て
の
「
無
我
」
―
」『
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
』
四
六
巻
一
号
、
一
九
九
五
年
。

（
14
）
小
川
一
乗
『
大
乗
仏
教
の
原
点
―
生
死
即
涅
槃
』（
文
栄
堂
、
一
九
九
〇
年
）
三
六
頁

（
15
）
前
註
（
9
）
参
照
。

（
16
）
鳩
摩
羅
什
訳
『
大
智
度
論
』
三
一
、『
大
正
蔵
』
二
五
巻
、
二
九
三
頁

（
1（
）
中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
の
真
理
の
こ
と
ば

感
興
の
こ
と
ば
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
八
年
）
三
二
頁

（
1（
）
中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
―
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
）
三
五
頁

（
19
）
中
村
元
訳
、
前
掲
書
、
九
五
頁

（
20
）
小
川
一
乗
『
大
乗
仏
教
の
根
本
思
想
』（
法
藏
館
、
一
九
九
五
年
）
九
〇
～
九
六
頁

（
21
）
大
迫
弘
和
「
日
本
の
教
育
改
革
と
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
」
二
〇
一
四
年
、
前
掲
。

（
22
）
以
下
は
、
二
〇
一
八
年
九
月
に
第
３
回
日
本
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
教
育
学
会
全
国
大
会
に
て
、「
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
デ
ィ
プ
ロ
マ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

T
O

K

・CA
S

と
仏
教
教
育
に
お
け
る
智
慧
と
慈
悲
」
と
題
し
、
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
（『
第
３
回
日
本
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
教
育
学
会
全
国
大

会
』
参
照
）。

（
23
）
田
中
無
量
「
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
のT

heory of K
now

ledge

（T
O

K

）
と
仏
教
に
お
け
る
知
」（「
日
本
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
学
会
」、

「
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
と
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
予
稿
集
、
二
〇
一
六
年
）

（
24
）
「「
創
造
性
・
活
動
・
奉
仕
」（CA

S

）
指
導
の
手
引
き
」（
二
〇
一
七
年
卒
業
予
定
者
か
ら
適
用
）https://w

w
w

.ibo.org/globalassets/
publications/cas-guide-201（-jp.pdf

（
二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
四
日
閲
覧
）

（
武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員

博
士
（
文
学
））


